
講演抄録 

 

演題：インプラント周囲炎の治療と予防 

 
抄録：インプラント治療は欠損補綴における必要不可欠な治療オプションとなり、同時に長期安定性

も期待されており、それを達成するためには、補綴主導型のインプラント埋入手術を行い、印象採得

等の補綴処置を確実に行うことが肝要であり、デジタルワークフローの活用がキーポイントとなる。

長期経過観察中には、補綴装置の破損、インプラント周囲炎等の併発症が生じることもある。中でも

インプラント周囲炎は、インプラント周囲に不可逆的な組織変化を惹起する術後の生物学的併発症に

分類されている。近年、インプラント周囲炎の罹患率が報告され、その予防と治療の重要性が唱えら

れているが、未だその方法は確立されていない。 

演者は、インプラント周囲炎の予防のために様々な方策を検討し、インプラント専用の歯ブラシを

開発するに至った。同時に、インプラント周囲炎に対してもあらゆる治療を試行し、チタンワイヤー

ブラシによる機械的掻爬と自家骨移植を適用し、良好な結果を得たので、その方法と治療効果につい

て紹介する。現時点では症例の集積の段階にあるが、今まで完治させることは不可能と思われていた

インプラント周囲炎に対し、周囲骨の回復も含め、大きな奏功が確認できた治療方法を紹介する。 
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